
  
 
 
 
 
  

 

助言しますか？選択させますか？ 

校長 金子 健一 

 

２月１６日に第３回学校運営協議会を実施し、その中で令和８年度の学校教育目標及び学校

経営方針について仮承認をいただきました。委員の皆様、ありがとうございました。後日、会

議録をホームページにてアップいたします。 

２月７日に青少年育成植竹地区会主催の植竹地区子ども音楽祭が開催され、本校の有志児童

で形成される「ぽんぽ鼓隊」の演奏がありました。子どもたちは緊張した面持ちの中、立派に

堂々と４曲を演奏しました。とても素敵な演奏でした。なお、ぽんぽ鼓隊は、昨年に続いて 

３月７日浦和レッズハートフルコンサートに参加することが決まりました。たくさんのサポー

ターの前での演奏となります。しっかりと練習して本番に臨んでほしいと思います。また、現

在、地元ＲＢ大宮アルディージャの試合においても演奏できるよう動いているところです。 

さて、本題に入ります。現在、迷路の中にいるとします。あなたはこの迷路を既にクリアし

ています。右のルートはとても長い道のりで、途中に小さな池や階段などの障害物があります

が、時間をかければゴールにたどり着きます。一方、左のルートはハードルなどの障害がほぼ

なく短時間でゴールにたどり着きます。 

 これからお子さんがその迷路に挑戦します。どちらのルートを通っても怪我にはつながらな

いと仮定する場合、皆さんはお子さんに効率のよい左のルートを勧めますか？短時間で苦労せ

ずゴールに着くのだから、左のルートをお子さんに教えてしまうことは自然なことかもしれま

せん。しかし、その一方で、どちらのルートを通っても怪我無くお子さんがゴールにたどり着

くのであれば、あえて助言はせずに、お子さんに決断させて自分の責任でゴールにたどり着く

ことを経験させることもよい判断だと思われます。たとえ右のルートを選んだとしても、障害

物で苦労した分、ゴールした時の達成感はおそらくこちらの方が大きいでしょうし、また、障

害物を乗り越えた経験はこちらのコースでないと得られません。長い人生においては、苦労も

失敗も経験したほうがよいかもしれません。 

実社会には効率よく進めることができるものもあれば、苦労を重ねてようやく結果を出せる

ものもあります。もし、結果が同じになることが分かっていて、時間が許されるのであれば、

たとえ苦労するストーリーが見えていても、あえて本人に選択させる場を与え、少し離れたと

ころから見守ってみてはいかがでしょうか。 
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